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神奈川・根本　碧衣
　「ボランティア」。辞書には，「社会事業などに自発的に参加し，技能や労力を無報酬で提供する人々」と書かれています。簡単に言うと，無報酬で様々な事，人の手伝いをするということです。

私は，社会を明るくするためには「ボランティア」が必要だと思います。ボランティアは，人の役に立つ良いこと，やってみたいと思う人もいれば，逆に，少し面倒くさいと思う人もいると思います。私も少し前までは後者でした。しかし，今年の夏，友達と初めてボランティアに参加したことで，考えが変わりました。

　きっかけは，学校で配布された小さなパンフレットでした。あまりボランティアに興味がなかったのですが，何気なくそのパンフレットを見てみると，ボランティアには草むしりやパトロールをすることなど，身近で気軽に出来そうな事と，海でのライフセーバーやイベント，カフェの手伝いなどが書かれていて，様々なものがあることを知りました。そして，パンフレットを見ているうちに，今まで興味のなかった「ボランティア」に少し参加してみたいと思うようになりました。私は小さい子供が好きなので，学童に来ている小学生との思い出作りというものに参加しました。初めてだったので不安や緊張もあったのですが，小学生達は無邪気で，仲良く遊ぶことができとても楽しかったです。別れの際に一緒に遊んだ小学一年生の女の子達から，

「明日も来る？」

と言われて，嬉しくなりました。私は，最初の不安が嘘のように，またボランティアに参加したいと思いました。そして，こんな小さい事でも人の役に立てる，それだけでなく，自分にとってもいい経験になると感じました。今まであまり興味のなかったボランティアが楽しく，また参加したいものに変わった瞬間でした。それと同時に，ボランティアが「犯罪や非行のない明るい社会」へと変えることができるのではないか，と考えました。その理由は三つあります。

　一つ目は，ボランティアをすることで，犯罪が起こりにくい環境を作れることです。例えば，防犯パトロールです。パトロールをすることで，まわりの人に注意喚起ができ，また，見られているという意識から犯罪を犯しにくくすることもできます。

　二つ目は，笑顔が増え，明るい社会にすることができることです。花を植えるボランティアでは，植えられているきれいな花が，見ている人を自然と笑顔にすることができると思います。私が参加した子供との思い出作りも，小学生達を笑顔でいっぱいにすることができるのではないかなと思います。

　三つ目は，ボランティアをした自分自身も明るくなれることです。作業をしている中で，大変な事もあるかもしれませんが，終わった時の達成感，相手から「ありがとう」と言われる喜びから，気持ちが明るくなり，自信も出てくると思います。一人一人が自信と思いやりが持てれば，明るい社会を作ることができます。

　しかし，ボランティアを「してあげている」という気持ちで，押しつけになってはいけません。やはり，相手の気持ちを考えて，押しつけにならないように意識してボランティアをすることが大切です。

　このことに気をつければ，ボランティアは「犯罪や非行のない笑顔溢れる明るい社会」にすることができると思います。

　来年，私はいよいよ「高校生」というステージへ，階段を大きく一段上り，どんどん，「大人」に近づいていきます。そして，私は社会の一員として，これからの日本，世界を作っていく立場になります。そのためにも，災害の被災地へボランティアに行ったり，二千二十年に開かれる東京オリンピックのボランティアに参加したいと思っています。

　身近にもたくさんのボランティアがあると思います。挨拶や掃除，子供達と遊ぶなど，どんな小さな事でもいいのです。ボランティアに興味のない人，興味はあるけれどなかなか参加できない人，様々な人がいると思いますが，勇気を出して，興味のあるボランティアから参加してみてください。きっと，今までの気持ちが大きく変わると思います。

　私一人の力だけでは小さい，けれど大勢の人の力が集まれば，社会を大きく変えられます。

　ボランティアをして，明るい社会を作りませんか。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６６回“社会を明るくする運動”作文コンテスト








